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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月23日(2017.8.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の遊技を行うことが可能な遊技機であって、
　環状のリール枠の外周に各々が識別可能な複数種類の識別情報が描かれたリール帯が取
り付けられたリールと、永久磁石が組み込まれたロータを囲むように配置された複数の励
磁相が予め定められた順番で励磁されることにより前記リールを回転駆動させる駆動モー
タと、前記リールの回転基準位置の通過を検出する基準位置検出手段と、が一体化された
リールユニットと、
　複数の励磁相に対して予め定められた順番で励磁することにより前記リールを回転させ
る駆動制御を行う制御手段と、
　励磁相に関するデータである励磁相データを呼び出し及び書き込み可能に記憶する記憶
領域を有し、遊技機への電力供給が停止しても該記憶領域に記憶されているデータを保持
することが可能なデータ記憶手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記リールの回転を開始させる開始条件が成立したときに、前記デー
タ記憶手段に記憶されている前記励磁相データに基づいて駆動制御を行い、
　前記リールユニットには、複数のリールが並んで配置されるとともに、
　前記複数のリールの回転基準位置が前記基準位置検出手段の検出位置にそれぞれ位置す
るときに、該複数のリールの前記リール枠に前記リール帯を取り付けたときに生じる継ぎ
目が特定の位置関係となるように前記複数のリール及び前記基準位置検出手段が前記リー
ルユニットに対して取り付けられることにより前記リール帯の前記リール枠に対する位置
ずれを特定可能とする
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　所定の遊技を行うことが可能な遊技機であって、
　環状のリール枠の外周に各々が識別可能な複数種類の識別情報が描かれたリール帯が取
り付けられたリールと、永久磁石が組み込まれたロータを囲むように配置された複数の励
磁相が予め定められた順番で励磁されることにより前記リールを回転駆動させる駆動モー
タと、前記リールの回転基準位置の通過を検出する基準位置検出手段と、が一体化された
リールユニットと、
　複数の励磁相に対して予め定められた順番で励磁することにより前記リールを回転させ
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る駆動制御を行う制御手段と、
　励磁相に関するデータである励磁相データを呼び出し及び書き込み可能に記憶する記憶
領域を有し、遊技機への電力供給が停止しても該記憶領域に記憶されているデータを保持
することが可能なデータ記憶手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記リールの回転を開始させる開始条件が成立したときに、前記デー
タ記憶手段に記憶されている前記励磁相データに基づいて駆動制御を行い、
　前記リールが前記リールユニットに取り付けられた状態で該リールの回転基準位置が前
記基準位置検出手段の検出位置に位置するときに、該リールの前記リール枠に前記リール
帯を取り付けたときに生じる継ぎ目が視認可能な位置となるように前記リール及び前記基
準位置検出手段が前記リールユニットに対して取り付けられることにより前記リール帯の
前記リール枠に対する位置ずれを特定可能とする
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載の遊技機は、
　所定の遊技を行うことが可能な遊技機（スロットマシン１）であって、
　環状のリール枠（保持枠４０１、４０２）の外周に各々が識別可能な複数種類の識別情
報（図柄）が描かれたリール帯（リールシート４００）が取り付けられたリール（リール
２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）と、永久磁石が組み込まれたロータを囲むように配置された複数の励
磁相が予め定められた順番で励磁されることにより前記リールを回転駆動させる駆動モー
タ（リールモータ３２Ｌ、３２Ｃ、３２Ｒ）と、前記リールの回転基準位置（切欠部４０
８）の通過を検出する基準位置検出手段（リールセンサ３３Ｌ、３３Ｃ、３３Ｒ）と、が
一体化されたリールユニット（リールユニット２）を備え、
　複数の励磁相に対して予め定められた順番で励磁することにより前記リールを回転させ
る駆動制御を行う制御手段と、
　励磁相に関するデータである励磁相データを呼び出し及び書き込み可能に記憶する記憶
領域を有し、遊技機への電力供給が停止しても該記憶領域に記憶されているデータを保持
することが可能なデータ記憶手段と、をさらに備え、
　前記制御手段は、前記リールの回転を開始させる開始条件が成立したときに、前記デー
タ記憶手段に記憶されている前記励磁相データに基づいて駆動制御を行い、
　前記リールユニット（リールユニット２）には、複数のリール（リール２Ｌ、２Ｃ、２
Ｒ）が並んで配置されるとともに、
　前記複数のリール（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）が前記リールユニット（リールユニット
２）に取り付けられた状態で前記複数のリールの回転基準位置（切欠部４０８）が前記基
準位置検出手段（リールセンサ３３Ｌ、３３Ｃ、３３Ｒ）の検出位置にそれぞれ位置する
ときに、該複数のリールの前記リール枠（保持枠４０１、４０２）に前記リール帯（リー
ルシート４００）を取り付けたときに生じる継ぎ目（継ぎ目４００ａ）が特定の位置関係
（一直線に並ぶ位置関係）となるように前記複数のリール（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）及
び前記基準位置検出手段（リールセンサ３３Ｌ、３３Ｃ、３３Ｒ）が前記リールユニット
（リールユニット２）に対して取り付けられることにより前記リール帯（リールシート４
００）の前記リール枠（保持枠４０１、４０２）に対する位置ずれを特定可能とする
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、複数のリールを並べてリールユニットに取り付けた状態で複数のリ
ールの回転基準位置を基準位置検出手段の検出位置にそれぞれ位置するように設定するこ
とで、これら複数のリールの継ぎ目が特定の位置関係となるため、複数のリールの継ぎ目
の位置関係からリール枠に対するリール帯の位置ずれを容易に発見することができる。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の請求項２に記載の遊技機は、
　所定の遊技を行うことが可能な遊技機（スロットマシン１）であって、
　環状のリール枠（保持枠４０１、４０２）の外周に各々が識別可能な複数種類の識別情
報（図柄）が描かれたリール帯（リールシート４００）が取り付けられたリール（リール
２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）と、永久磁石が組み込まれたロータを囲むように配置された複数の励
磁相が予め定められた順番で励磁されることにより前記リールを回転駆動させる駆動モー
タ（リールモータ３２Ｌ、３２Ｃ、３２Ｒ）と、前記リールの回転基準位置（切欠部４０
８）の通過を検出する基準位置検出手段（リールセンサ３３Ｌ、３３Ｃ、３３Ｒ）と、が
一体化されたリールユニット（リールユニット２）を備え、
　複数の励磁相に対して予め定められた順番で励磁することにより前記リールを回転させ
る駆動制御を行う制御手段と、
　励磁相に関するデータである励磁相データを呼び出し及び書き込み可能に記憶する記憶
領域を有し、遊技機への電力供給が停止しても該記憶領域に記憶されているデータを保持
することが可能なデータ記憶手段と、をさらに備え、
　前記制御手段は、前記リールの回転を開始させる開始条件が成立したときに、前記デー
タ記憶手段に記憶されている前記励磁相データに基づいて駆動制御を行い、
　前記リール（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）が前記リールユニット（リールユニット２）に
取り付けられた状態で該リールの回転基準位置（切欠部４０８）が前記基準位置検出手段
（リールセンサ３３Ｌ、３３Ｃ、３３Ｒ）の検出位置に位置するときに、該リールの前記
リール枠（保持枠４０１、４０２）に前記リール帯（リールシート４００）を取り付けた
ときに生じる継ぎ目（継ぎ目４００ａ）が視認可能な位置となるように前記リール（リー
ル２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）及び前記基準位置検出手段（リールセンサ３３Ｌ、３３Ｃ、３３Ｒ
）が前記リールユニット（リールユニット２）に対して取り付けられることにより前記リ
ール帯（リールシート４００）の前記リール枠（保持枠４０１、４０２）に対する位置ず
れを特定可能とする
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、リールをリールユニットに取り付けた状態でリールの回転基準位置
を基準位置検出手段の検出位置に位置するように設定することで、リールの継ぎ目が視認
可能な位置となるため、リールの継ぎ目とリールユニットまたはリールユニット外部に設
けられた正常位置と比較することでリール枠に対するリール帯の位置ずれを容易に発見す
ることができる。
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